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口頭発表 | 1. 栄養・飼養

栄養・飼養
座長:松井 徹(京大院)、松崎 正敏(弘前大農生)、寺田 文典(東北大院農)、小櫃 剛人(広島大院生物圏)、樋口 幹人(農

研機構中央農研)、杉野 利久(広島大院生物圏)
2019年9月18日(水) 13:30 〜 17:20  第I会場 (ぽらんホール(8番講義室）)

I-18-01〜I-18-03：松井 徹 

I-18-04〜I-18-07：松崎 正敏 

I-18-08〜I-18-10：寺田 文典 

I-18-11〜I-18-13：小櫃 剛人 

I-18-14〜I-18-17：樋口 幹人 

I-18-18〜I-18-21：杉野 利久
 

 

14:20 〜 14:30

輸送ストレスが黒毛和牛の血漿遊離アミノ酸濃度に及ぼす影響に

ついて
尾川　寅太2、稲田 淳3、深水 大3、渡邉 美佐江4、池田 和輝1、原田 大暉1、浜田 瑞貴1、*古瀬 充宏1 (1. 九州大院

農、2. 福岡中央家保、3. 福岡農試 、4. 福岡県久留米普及)

 
【目的】福岡県には子牛市場がないため県内で生産された子牛においても一旦は県外の市場に出す必要があ

り，離島を含め，県外から海上輸送や陸上輸送により素牛を導入せざるを得ない．福岡県をあげて肉牛飼育方法

の改良を試みてはいるが，導入時に素牛に輸送ストレスによる損耗が生じているのが実情である．そこで素牛導

入直後からの血漿遊離アミノ酸の推移と，輸送ストレスがかからない自家生産した牛からの血漿遊離アミノ酸の

推移を比較し，アミノ酸代謝への輸送ストレスの影響を調査することにした．【方法】導入直後を０週とし，そ

の後６週まで２週間隔で採血し，遠心濾過フィルターを用いて遊離アミノ酸を得た後に Picotagの分析に供し

た．【結果】11種類のアミノ酸において，導入直後の濃度は対照に比して低く，その後時間経過と共に対照の値

に近づいた．しかしアミノ酸により回復までの期間は異なった．抱合胆汁酸の構成要素であるグリシンとタウリ

ン２つのアミノ酸は，期間を通して導入した牧場で低い値を示した．輸送ストレスの影響を導入時に受けなくて

も，その後は導入により低い値を示すアミノ酸が認められた．アルギニンのようにストレス時に消耗するものも

含まれていた．アラニンは飢餓の初期などに糖新生のために利用されるアミノ酸であり，これが高いことは栄養

状態が悪い可能性を示す．そのアラニンは導入後からしばらく高い値を維持した．


